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会  議  録 

会 議 名 第２９期小金井市公民館運営審議会第１５回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 平成２１年２月２７日（金）午後３時００分から午後４時３８分 

開 催 場 所 公民館本館 学習室Ａ・Ｂ     

出 席 委 員 大橋委員長 田頭副委員長 内古閑委員 長田委員 竹内委員 

欠 席 委 員 君塚委員 道城委員 佐野委員 木村委員 熊谷委員   

事 務 局 員 
中嶋館長 山﨑庶務係長 鈴木主査 長堀主査 葛城主査 渡

辺（陽）社会教育主事 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  ０人 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

１ 報告事項 

 ⑴ 東京都公民館研究大会について 

 ⑵ 大阪府阪南公民館運営研究協議会視察研修について 

⑶ 市民編集委員の報告について 

 ⑷ 各館事業の報告について 

⑸ その他 

  ア 三者懇談会について 

  イ 次回日程について 

  ウ 第１４回東京国際スリーデーマーチについて 

  エ 委員部会研修について 

２ 審議事項   

 ⑴ 各館事業の計画について 

⑵ 第２９期公民館運営審議会のまとめについて 

 ⑶ その他 

３ 配付資料 

 ⑴ 各館事業の報告 

 ⑵ 各館事業の計画 

 ⑶ 第１４回公民館運営審議会会議録 

 ⑷ 第２８期小金井市公民館運営審議会活動報告 

 ⑸ 第１４回東京国際スリーデーマーチパンフレット 

 ⑹ 小金井市の図書館（平成１９年度版） 

 ⑺ 第４９回関東甲信越静公民館研究大会記録 
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会  議  結  果 

大橋委員長  第１５回公民館運営審議会を開催いたします。それでは事務局からお願

いいたします。 

中嶋館長   お手元に当日配付資料として、第２８期小金井市公民館運営審議会活動

報告、第１４回東京国際スリーデーマーチの案内パンフレット、月刊こう

みんかん３月１日号、小金井市の図書館（平成１９年度版）、第４９回関

東甲信越静公民館研究大会記録集を、こちらは昨年千葉で開催されたもの

で委員長、副委員長だけになりますので、ご希望の方がいらっしゃいまし

たら回覧などでよろしくご対応いただければと思います。関東甲信越静公

民館研究大会については、平成２１年度には８月２７日（木）２８日（金）

に山梨県で開催される予定です。それでは第１４回審議会会議録について

ですが、既に皆さんにご確認済みで清打ちしたものです。ご承認よろしい

でしょうか。 

大橋委員長  会議録についてご承認いただけますでしょうか。 

委員     よろしくお願いします。 

大橋委員   それでは、次の報告事項をお願いいたします。 

中嶋館長   それでは、東京都公民館研究大会について東京都公民館連絡協議会から

の情報も含めまして、渡辺社会教育主事からご報告いたします。 

 

１ 報告事項 

 ⑴ 東京都公民館研究大会について 

渡辺社会教育主事 前回の公運審の際にもお知らせいたしましたが、東京都公民館研究大会

は、来年度は小金井市が事務局となっております。正式には４月からスタ

ートですが、今から準備をする必要もあるので、事務局側で準備のための

話し合いを持ちました。まず、会場なのですが、正式に４月の時点で小金

井市が提供できる条件を提示する際の準備として調査した結果、駅の近辺

で７０人規模で開催できる施設について、５箇所くらいご用意できるとい

う体制で、課題別集会会場が５つくらいでしたら対応が可能だという判断

をしています。例年ですと、この時期から各市には大会企画委員として公

民館運営審議会委員１名以上の選出をお願いしているのですが、大会の事

務局市は１名だけでなく、出席できる方は全員というような形で、各市と

もにそういう体制で取り組んでいますので、よろしくお願いいたします。

そうはいっても、任期の関係で途中までしか出席できないとか、日中はお

仕事をお持ちの方とかいろいろご事情がありますので難しいとは思いま

すが、それ以外の方は全員というような形でよろしくお願いいたします。

日程ですが、４月１６日（木）１時半から本館学習室Ａ・Ｂ、こちらにて

第１回公民館研究大会企画委員会を予定しています。それと、連日になっ

てしまうのですが、その前日、４月１５日（水）に東京都公民館連絡協議

会定期総会の開催が決まっております。こちらは午後２時から多摩市永山

公民館ホールで開催されます。こちらは代議員数が決まっておりまして、

委員２名となっております。そちらの方もご出席いただければと思いま
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す。以上です。 

大橋委員長  ただいまのご説明に質問がありましたら。 

大橋委員長  ７０人規模の会場が５つということなのですが、例えば全体会の会場が

確保できるか否かで全体の枠組みも変わってくるかと思うのですが。その

辺はどのようにお考えですか。 

渡辺社会教育主事 全体会を実施するかどうかも含めて４月以降に決めていくことになる

のですが、施設としては厳しいと思います。全体会ということになりま

すと、３５０人規模の人数が収容できる施設となるのですが、ご承知の

ようにそのような規模の施設はなくて、学校をお借りしても、駅から離

れてしまいますし、なかなか厳しいと思います。 

大橋委員長  そういう状況がありますので、事務局として、できないならできないと

して、全体会無しで実施する案を考えておいた方が良いと思います。本

当は一堂に会する機会もあった方がいいと思うのですが、非常に厳しい

状況ですので。前回の全体会は確か約１５０人かと思いますが、無理か

と思いますので。 

中嶋館長   実は２月に館長部会がありまして、町田で開催した際の全体の報告集会

については、アンケートでもいろいろな感想がでていまして、問題がいろ

いろあると思われました。自治体の施設の状況によってとにかく取り組み

はやりやすい方向で、研究、研修に重点を置いて実施する形で、統一テー

マを周知徹底して実施すればよろしいのではないかと。大会事務局の考え

方と、都公連の最終的な決定に任せられているのではないかと思います。

館長部会でもそのような話になっておりますので、各自治体が実施しやす

い方法で実施するという形にしたいと思っております。 

大橋委員長  ５箇所の会場というのは。 

中嶋館長   本庁舎、第二庁舎、公民館本館等を想定しています。 

大橋委員長  もえぎホール、前原暫定会議室もですか。 

中嶋館長   もえぎホールは不透明ですが、本庁舎、第二庁舎８０１会議室、８０２

会議室、公民館本館等です。 

大橋委員長  大会企画委員を選出しておいた方が良いと思うのですが。原則的には全

員ということになるのですか。 

渡辺社会教育主事 そうは言いましても、大会の開催は１２月ですので、任期の問題もあり

ますし。 

大橋委員長  任期が終了という方はですね。 

渡辺社会教育主事 出来ないというわけではないのですが。 

大橋委員長  前回の際には、準備期間の途中で任期が切れて元公運審委員という肩書

きに変えた方もいましたので、そういうことも可能だとは思いますが。逆

にどうしてもご都合が悪くてできないという方はいらっしゃいますか。皆

さんはいかがでしょうか。 

内古閑委員  私は何も分からないのですが、できるでしょうか。 

中嶋館長   月１回、当然予め年間の日程表はお渡しいたします。１２月１３日開催

の後は１月に１回最後に集まりがあります。月１回、会場が小金井市です

ので、遠隔地ではございませんので、なるべく多くの委員の方にご協力い
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ただいてと思っております。 

大橋委員長  ４月には決めなければならないわけですよね。 

竹内委員   委員長に一任します。 

大橋委員長  はい。次回に正式に名前を書いて決めたいと思います。 

中嶋館長   現在、委員がちょうど半数いらっしゃるのですが、今の状況で、９月８

日に任期満了にはなりますが、それはその時点で引継ぎということになり

ます。現時点で大丈夫な方についてはお声をかけていただければありがた

いと思います。 

大橋委員長  大会の企画委員と委員部会との兼任ができるかどうかですが。委員部会

については、田頭委員が先日は出席できないということで、私が代理で出

席させていただきました。次回、３月にも私が代理で出席する予定ですが、

４月以降の委員部会の委員も選出していただきたいのですが。それで、大

会の企画委員と兼務できるかなのですが。 

渡辺社会教育主事 兼務は問題ないです。 

大橋委員長  委員部会では、兼務ができないような話が出ていましたので。 

渡辺社会教育主事 都公連の規約上では制約はありません。 

大橋委員長  企画委員は次回決めることにして、委員部会の委員も１名必要ですの

で、どなたかになっていただきたいのですが。長田委員はずっとご経験さ

れていたかと思うのですが、いかがですか。 

長田委員   任期が切れてしまいます。９月で。 

大橋委員長  そういう意味では全員がそうです。長田委員はまだ２期目ですから、も

う１期続けられます。 

長田委員   何曜日ですか。 

田頭副委員長 今年は第４水曜日でした。 

長田委員   以前と変更になっているのですね。 

長堀主査   まだ４月にならないと分かりません。 

渡辺社会教育主事 金曜日になる確率は高いのですが。大会の企画委員会を金曜日に提案し

ようと計画していまして、委員部会と同日に行う可能性は高いのですが、

委員部会は別に決めますので、流動的なので、どうなるかは分かりません。 

田頭副委員長 委員部会の会場は永山公民館になるのですか。 

渡辺社会教育主事 それも分かりません。会長市になるかもしれないし、大会事務局市の小

金井市になるかもしれません。 

田頭副委員長 小金井市になる確率もあるのですね。 

大橋委員長  これについても、次回の協議事項にいたします。 

渡辺社会教育主事 もう一つあります。都公連の定期総会の代議員も２名決めていただきた

いのですが。 

大橋委員長  それはいつまでですか。 

渡辺社会教育主事 次回でも間に合いますが。 

大橋委員長  都公連の会場は、永山公民館ですね。 

渡辺社会教育主事 永山は最後で、次は稲城です。 

大橋委員長  研究大会について他になければ、次をお願いします。 
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 ⑵ 大阪府阪南公民館運営研究協議会視察研修について 

中嶋館長   それでは大阪府阪南公民館運営研究協議会視察研修についてですが、３

月９日(月)午後１時、大阪から緑センターに視察に来られ、その後緑セン

ターで宿泊する予定となっております。渡辺社会教育主事からご報告をい

たします。 

渡辺社会教育主事 大阪府阪南公民館運営研究協議会の方達が、３月９日（月）午後１時か

ら公民館緑分館に視察に来られます。研修のテーマが、今年度小金井市公

民館市民講座で実施した「あなたがつくるあなたの公民館」についての記

事が「月刊社会教育」に掲載されたので、それをご覧になって、それを題

材にして研修をしたいということです。講座の経緯とか講座の終了後、成

果をどのように活かすかということを話しあって、その後交流という予定

です。この講座でご協力いただいた公運審委員の方や企画実行委員の方に

も是非参加していただいて、有意義な時間にしたいと思っております。職

員中心の研修ですので、あまり改まった形というよりは勉強したいという

趣旨でみえますので、是非よろしくお願いいたします。緑分館に宿泊しま

すので、５時までなのですが、その後一緒に食事をしながら交流できれば、

そういう計画です。 

大橋委員長  委員の参加についてはどのようにされるのですか。 

渡辺社会教育主事 ご希望の方はお申し出いただければと思います。 

大橋委員長  何名みえるのですか。 

渡辺社会教育主事 ４名です。こちら側の参加者数については、何名とは決めていません。 

大橋委員長  皆さん、ご都合が付く方はご参加をお願いします。次、お願いします。 

 

 ⑶ 市民編集委員についての報告について 

中嶋館長   「月刊こうみんかん」市民編集委員について、渡辺社会教育主事からご

報告いたします。 

渡辺社会教育主事 ２月１７日に市民編集委員の皆さんに集まっていただいて、会議を持ち

ました。職員は各館から１名づつで、市民は２名の方が参加されました。

企画実行委員の方１名とシルバー大学の準備会に参加されている方１名

です。一つは、市民編集委員が加わって「月刊こうみんかん」を作ってい

くということで、内容も新しく変えていきたいという話がありました。新

シリーズはそんなに慌てて変える必要もないので、４月から準備して間に

合うのが６月号になるのですが、６月号くらいから少しづつ新しくしてい

ったらよろしいのではないかというご意見をいただきました。具体的な提

案としては、今までは原稿をお願いして、それをいただくというスタイル

が多かったのですが、自分が取材しても良いという方もいらっしゃいまし

て、例えば町会に取材に行く等、自分から歩いていく「地域を歩く」等の

シリーズなどを作って、そこで取材を取り入れてはどうかと。今までサー

クル紹介を行っていましたのを、地域のサークル紹介などとしてもよいの

ではないかと。また、もう一方の市民の方からは、講座のＰＲはこのまま

続けていってもらいたいが、それと同時に、講座が終わった後のその後の

○○講座にも力を入れて記事にしていってはどうかと。例えば国際理解教
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室のその後や５０周年記念事業のその後を記事にしていったらどうかと。

それを受けて職員からは、今までは良いことばかりを記事にし、良かった

良かったという傾向があったが、そういうものではなくて、課題はこのよ

うなものだと、自分達にとっては厳しいことでもそれを取り上げていかな

ければだめだという意見も出されました。それからもう一つは、１面をや

はりサークル紹介も非常に良いのですが、今まで課題だった地域の生涯学

習、社会教育の拠点になるようにということを受けて、何か話題を提供で

きるものを１面にしていってはどうかと、これも準備に時間を要するの

で、６月頃からの予定で考えていったらどうかという提案がありました。

それからもう一つ「子どもに贈る私の１冊」というコーナーを入れてはど

うか。これについては、必ずしも子どもでなくても、「大人に贈る私の１

冊」という案も含めてですが、きっかけは、第二次小金井市子ども読書活

動推進計画庁内検討委員会の作業部会に東分館職員の若藤主査が参加し

ておりまして、「月刊こうみんかん」の中で何かやれたらよいのではない

かという提案を受けたものです。以上のようなことが話されまして、６月

以降に紙面が少しづつ変わっていく予定です。  

 大橋委員長  何かご質問がありましたらお願いします。これは、公民館基本方針を受

けて、情報発信の充実ということでその第一弾として実施しているもので

すが、私も先日は他の用事があって行けなかったのですが、やはり参加者

が２名では少ない感じがします。もう少し多く、わいわいがやがやという

雰囲気での方が本当はよいのではと思いますが、大勢参加していただくに

はどうしたらよいでしょうか。 

田頭副委員長 これは途中からでも参加はできますか。 

渡辺社会教育主事 もちろんです。 

田頭副委員長 それでしたら、これから口コミで集まってくださるのを期待しながらい

ろいろなところにお声かけしていっては。 

大橋委員長  たったこれだけの紙面ですから、限られているのですが。それからやは

り、第一面は顔ですので、公民館のニュース的なこと、このようなことを

実施していますということをまず第一面に取り上げていくのが良いと思

います。サークル紹介もそれはそれで良いのですが。 

田頭副委員長 集まって来られた市民の方の年代はどのくらいですか。 

渡辺社会教育主事 お一人はシルバー大学の準備会に参加されている方ですので、若手のシ

ルバー世代ですね。もう一人は貫井南分館の企画実行委員の方ですから、

企画実行委員の中では若い方ですね。その前に５名いらした時も含めます

と、団塊の世代の方を中心にその前後です。 

田頭副委員長 やはり時間的な余裕ということも関係してきますよね。 

大橋委員長  取材するという案も良かったですね。それともう少しニュース的な記事

が欲しいと思いますので、そういう意味でも取材が必要かと思います。 

竹内委員   新しいことを始めるときは大変ですけれども、２名が３名なり４名なり

に増えていくように期待したいと思います。 

大橋委員長  企画実行委員の会議を毎月行っているのですから、そこで、編集委員会

に出席していただくようお誘いしたり、その場で皆さんの意見を聞くとい
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う方法もあるのではないでしょうか。２名というのは非常に少ないので。 

渡辺社会教育主事 そうですね。また、企画実行委員の会議の時にでもＰＲしてみます。 

大橋委員長  他に何か「月刊こうみんかん」やそれに関連することで、ご意見があり

ましたら。見開きにしてこのように見られるのは見やすくていいですね。

他にご質問等が無いようですので、次に各館事業の報告についてお願いし

ます。 

 

 ⑷ 各館事業の報告について 

中嶋館長   各館事業の報告について、各館から特徴的な事業等についてご説明いた

します。 

鈴木主査   本町分館です。２件です。２月９日(月)、１６日(月)に国際交流イベン

トとして、「住んでみてわかるベトナム・パナマ」と題しまして、ＪＩＣ

Ａで日本語教師として各国で活躍されました貫井北町在住の桂宏子さんに

お願いしまして、初回はベトナム、２回目はパナマについてご講義をいた

だきました。ＤＶＤ、パワーポイントを使っての映像をもとにしての分か

りやすい講義で、地球の反対側ということで、どのへんが違うのか、その

国の一部しか知らなかったのがたいへんよく分かったという感想もあるよ

うに、担当者の私も、ベトナムはある程度分かりますが、パナマは運河く

らいしか知らなかったので、とても勉強になりました。とてもくわしくご

説明いただき、ＪＩＣＡの方に拍手を送りたいという感想も結構ありまし

た。これからも日本は島国ですので、国際交流をすすめて、世界各国のこ

とに興味を持っていくことが必要であると思います。３０人募集しまして、

応募が４０人、受講者３５人、男性１０人、女性２５人、平均年齢が６５.

３歳ということです。特にベトナムについて個人的に驚きましたのは、「犬

より猫の方が美味しい」という感想でした。次に男女共同参画講座として、

1 月２３日(金)と３０日(金)に「変わる家族」と「選ぶ時代の葬送」とい

うテーマで、これは以前に東分館でも同じ様な内容で実施しておりますが、

エンディングの準備ということで、東洋大学准教授の井上治代さんにご講

義いただきました。遺言ノートには大変反響がありました。今まで不安だ

ったことに関して、遺言書とは違うものを書きまして、法的には別に根拠

はないのですが、家族の方がこれを読んで、こういう考えだったのかと故

人の意思を尊重するというものです。昔は葬儀といえば決まりきったもの

しかなかったのですが、時代が変わり葬儀もいろいろな形が選べるように

なりました。寂しい話ですが、遺族に迷惑をかけないように、そして実際

自分の身に降りかかってくることですので、実際そのようなことを考えて

いる方が受講されています。受講者の方の「人生の最後に際して愛を形に

遺すこととします。」という感想は心を打つものがありました。とても有

意義な講座でしたので、２１年度にも計画していきたいとお願いしたので

すが、講師の方はかなりお忙しい方なので、講師が変わるかもしれません

が、実施していきたいと思っています。以上です。 

中嶋館長   貫井南分館は国際交流イベント２件です。貫井南分館の渡辺主査は所用

で欠席しておりますので、私の方で概要等についてご説明いたしまして、
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もし質問等分からない点につきましては、次回に渡辺主査の方からご回答

するような形にしたいと思います。地域の外国籍の市民も含めた市民間の

相互理解と日本の伝統文化について理解していただくことが今回の国際交

流イベントの趣旨です。節分の由来についてのチラシも英文併記でのご案

内を作成しました。一つが１月３１日に「春一番・節分で福を呼ぼう」と

いうテーマで、応募が１３人、参加者２７人でした。もう一つが１月１７

日に実施した「日本の伝統文化 初釜で異文化交流」というテーマのもの

でした。ここでは外国人の方に日本の伝統文化を知ってもらうだけでなく、

着物、袴を実際に着用していただいたり、日本のお茶の作法をご自分でも

体験して学んでいただいたり、という形で楽しんでいただきました。この

ように公民館で地域交流を行っていくことは、地道な活動ですが、今後も

各館で国際交流イベントを続けて、相互理解、国際交流をすすめていきた

いと思っております。 

長堀主査   東分館からは１件、成人学校「我が家の味作り」をご報告いたします。

この趣旨は、市販品を使わずに、手作りで我が家の味を作ることにこだわ

っての料理ということで、改めて我が家の味を見直していただきたいとい

うことで実施いたしました。全３回で、１回目は１２月１２日「麺つゆ作

り」、２回目は１２月１９日「手打ちパスタ」、３回目は１月２３日「味

噌づくり」でした。募集人数２０人、受講者１８人、延べ参加者は４７人、

男性４人、女性１４人。男性の４人も大変熱心に、実技の講習に取組んで

いらっしゃいました。講師の方は１回目と３回目は以前にもお呼びしまし

た群馬県の稲葉泰子さん。２回目の「手打ちパスタ」については、葭谷麻

利子さん、三鷹市でご活躍の管理栄養士の方です。いずれも手作りという

ことで、材料も手作りにこだわっていまして、例えば３回目の味噌作りは、

講師の稲葉さんがご自分の畑で種を蒔いて収穫した大豆を使いました。い

わゆる純国産のもので、大豆が流通して実際に材料として使えるには早く

ても１月の半ば以降で、それより前に使用するものは輸入ものになるとい

うことでしたので、本当は１２月に３回続けて実施したかったのですが、

どうしても手作りの国産の大豆を使うことにこだわったために１月の半ば

すぎに実施することになりました。麺つゆについてもやはり同じように麺

つゆの素で作るのではなくて、鰹節等を使って作りました。我が家の味と

いうことはどういうものなのかを改めて見つめ直す講座となり、参加者の

皆さんからも大変好評のうちに終わることができました。来年度は、田舎

の味のルーツを探るというようなテーマで田舎の人達が田舎の味をどのよ

うに守ってきたかを、実際に群馬県を訪ねてみたりすることも通して続編

を現在企画中です。 

葛城主査   緑分館は「生活日本語教室のボランティアスタッフ養成講座」の報告を

いたします。この講座については、市報等で一般募集をしているわけでは

なく、毎週土曜日に行っている生活日本語教室のスタッフを対象にした養

成講座、スタッフの勉強会です。例年、国際日本語普及協会の日本語教師

又は、東京学芸大学の留学生センターの先生に講師をお願いして、技術的

なことを学んでいたのですが、最近はイスラム文化圏からみえる方が多く
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なったことから、イスラムの文化について、国際ジャーナリストの増山栄

太郎さんに講師をお願いして勉強した点が今年度の特徴です。現在ボラン

ティアスタッフは２０名登録されていますが、緑分館での教室開設当時は

日本語教授法の教師の資格取得者が２名だったのに現在９名になり、かな

り充実しております。更に充実させるためにこのような養成講座を実施し

ているものです。以上です。 

大橋委員長  何かご質問ありますか。無いようですので、次をお願いします。 

 

 ⑸ その他 

  ア 三者懇談会について 

中嶋館長   ３月２７日（金）午後１時から２時４５分まで公民館本館学習室Ａ・Ｂ

で、社会教育委員、図書館協議会委員、公民館運営審議会委員の三者によ

る懇談会を開催いたします。例年１回開催しております。今年度は公民館

が当番となっておりますので、大橋委員長の司会をお願いいたします。内

容については、自己紹介、会議と審議会についての活動報告や現状、課題

等がテーマとなります。自由闊達に懇談していただく場としています。こ

の懇談会終了後に、この場所で公民館運営審議会を開催いたします。皆さ

んの方でご予定に入れて頂ければと思います。 

大橋委員長  これに関して何かご質問がありましたら。 無いようですので次お願い

します。 

 

  イ 次回日程について 

中嶋公民館長 次回日程についてですが、３月２７日（金）午後３時から、会場は本館

学習室Ａ・Ｂこちらです。概ね１時間半ほどを予定しております。 

  

  ウ 第１４回東京国際スリーデーマーチについて 

中嶋館長   お手元に配付してありますが、本年５月３日（日）から５月５日（火）

までの３日間にわたりまして、東京都立小金井公園、いこいの広場にて第

１４回東京国際スリーデーマーチが開催されます。皆さんもご参加いただ

けますのでよろしくお願いします。なお、当日は、全国から来られた女性

スタッフが緑分館に宿泊することになっております。そのように公民館の

方でも対応をとらせていただいています。 

大橋委員長  緑分館の宿泊は何名でしょうか。 

葛城主査   ３０名の予定です。 

大橋委員長  皆さんで是非歩きましょうね。申し込みは各人がするわけですね。 

中島館長   当日の申し込みも可能です。 

大橋委員長  その他、お願いします。 

 

  エ 委員部会研修について 

中嶋館長   委員部会研修が３月１日（日）午後２時から４時まで、多摩市立関戸公

民館（最寄駅：京王線聖蹟桜ヶ丘駅）にて、「新しい公民館像の模索」と

いうテーマで、日本体育大学体育学部上田幸夫教授が講演されます。こち
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らについての委員のご出席ですが、長田委員と佐野委員からお申し込みを

いただいたのですが、佐野委員がお身体の具合が悪くなられたものですか

ら、どなたか参加を希望の方がいらっしゃいましたらお願いします。 

大橋委員長  田頭副委員長はいかがですか。 

田頭副委員長 都合がつきませんので。 

大橋委員長  それでは、私が出席いたします。 

中嶋館長   それでは、委員部会研修については、長田委員と大橋委員長のご参加と

いうことで、よろしいでしょうか。なお、委員部会２月、３月につきまし

ては、大橋委員長のご出席ということでよろしくお願いします。 

大橋委員長  ２月２５日の委員部会には田頭副委員長の代理で出席いたしました。 

中嶋館長   ありがとうございます。 

田頭副委員長 ありがとうございました。 

大橋委員長  出席者が非常に少なくて７名で、今回は欠席が多かったようです。来年

度の当番市は稲城市ということでした。あと研修担当が必要だということ

で、職員と一緒に行うそうなのですが、候補としては、欠席裁判なのです

が、町田市の大橋委員からの推薦で、川島さんの名前が挙げられました。

その他ざっくばらんに情報交換をいたしました。１日の研修会の際は委員

部会としては１時半集合で準備をするということです。司会進行が西東京

市の公民館運営審議会委員の野間さん、開会挨拶が委員部会副会長の原田

さん、都公連協議会会長の鈴木さん、講演が日本体育大学体育学部長上田

教授、最後の閉会の挨拶が国分寺市公民館運営審議会委員の斉藤さん、こ

ちらにプログラムがあります。それでは、審議事項にはいりたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

２ 審議事項 

 ⑴ 各館事業の計画について 

中嶋館長   各館から事業の特色などをご説明いたします。本館からご説明いたしま

す。 

渡辺社会教育主事 本館では２件あります。まず市民講座「現代政治～過去を見つめ未来を

読む」３月２０日、２６日の２回で、２０日(金)は祝日になります。２月

の企画実行委員の会議でテーマを決めていただきました。現代政治がこの

ところ非常に関心を集めているということで、２回とも満席近く集まるこ

とが予想されていますが、できるだけ断らないようにと思っています。講

師は政治評論家の堀越作治さんです。次に子ども体験講座「野川公園で春

を探そう」ですが、３月２８日（土）午前９時半に二枚橋側の入り口に集

合します。目的は、野川沿いを歩きながら小さな花や虫を観察して、一足

早い春を探しましょうということで、当初の計画にはなかったのですが、

昨年８月２３日に計画していた「虫・ムシ・むし観察会」が雨で中止にな

りましたので、それに代わって実施していただくことになったものです。

以上です。                               

鈴木主査   本町分館からは２件計画があります。３月５日に市民講座「裁判員制度

のあらまし」ということで、これは既に５月から始まるということでテレ
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ビなどでもＰＲされていますが、現に身の回りにも何千分の一の確立で当

ってはがきが来ている方がいらっしゃるようですが、もし当った場合はど

うすればよいのだろうかということで、そういった詳しいことについて、

東京裁判所の八王子支部の書記官、小林晶さん、男性ですが、その方と倉

石麻紀子さんにご講義いただきます。一人３枚づつ説明用ＤＶＤも配付し

てくださることになっています。ちなみにこの制度は無料だそうです。現

在２月１６日から受付を開始して、現在２０名申し込みがあります。次に

成人学校「オバマ政権を迎えた世界情勢と日本」。講師は、２００７年ま

で東京経済大学で教授をされていました兵藤長雄さん、元ポーランド、ベ

ルギー大使、古くは福田外務大臣の秘書官だった方です。タイミングが非

常によくて、オバマ政権を迎えた時期ですので、非常に人気があるとは思

っていたのですが、３０人募集しまして、当日で定員オーバーでした。消

防法上の基準があるものですから、その許容範囲の４０名まで増やしたの

ですが、それでも翌日には一杯になりました。既に断っている人数が２０

人くらいいます。もう少し大きい施設だったら受け入れて差し上げられる

のにと思うのですが、３月２日から本館でもオバマ政権関連を取り上げた

講座で募集していますので、そちらは人数枠が大きいので、こちらでお断

りした方にはそちらをご案内しています。以上です。 

大橋委員長  質問とかご意見がありましたら。 

竹内委員   本町分館の成人学校は、本館でも実施するようですが、非常にタイムリ

ーな企画だと思うのですが、申し込み者４０人の男女比はどうですか。 

鈴木主査   男女比は半分半分ですね。これはたまたまアメリカなのですが、男性の

参加が本当に多いですね。何故か海外のＪＩＣＡ関係のテーマを取り上げ

た講座には男性の参加者が多いですね。 

竹内委員   今まで平均すると、７割から８割は女性の参加者という講座が多かった

と思います。このように男性の参加率の多い企画は、今後も企画してくだ

さい。 

鈴木主査   先程のベトナムを取り上げた講座も男性の参加が半数ほどでしたし、で

きるだけ男性が参加される講座を計画していけたらと思っております。 

大橋委員長  他にありませんか。ここの計画とは関係ないのですが、これからは地域

との連携ということでいろいろ実施していった方がよろしいのではないか

と思うのです。例えば子ども体験講座などは、田頭副委員長の関わってい

らっしゃるプレイパークの会と連携して、或いはそちらに大半お任せする

くらいのスタンスで、公民館はお手伝いをするという感じでもよろしいの

ではないかと思います。それと、現在、川崎平右衛門特別展が府中の郷土

の森博物館で開催されています。非常に面白いので皆さんもご覧になられ

ると良いかと思います。２月２２日（日）に小金井の御栗林についての講

演があったのです。新小金井西口商店街一体とその上の南口商店街一帯に

御栗林があって、今から３００年くらい前ですが、そこに川崎平右衛門が

試行錯誤して御栗林を作ったのです。そして将軍吉宗に献上したり、周囲

の新田１０箇所、昔は下の方は水があったのですが、上の方は水流も悪く

て不毛の地だったのを救うために栗を植えて、これについては非常に詳し
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い資料が残っています。川崎平右衛門は非常に才覚のある、素晴らしいア

イデアの持ち主で、現代にも通用する方だと思います。そういう講座があ

ったのです。開演が２時で、１時半に行きましたら、一番最後尾でした。

それ以降にいらした方は会場の外で聞いているのです。１００名以上入る

大きな会場なのですが、殆どが男性でしたが、熱気に包まれていました。

この講座は、博物館と府中史談会との共催なのです。市民団体と協働で行

うということがこれからは求められているのではないかと思います。川崎

平右衛門は小金井ではあまり知られていないのが不思議なのですが、小金

井の基礎を作った人なのです。それはやはりもっとＰＲしていくべきだと

思います。このことは小金井でも是非取り上げていただきたいと思います。

府中市は小学校で教えているのです。ですから、府中市民は皆さんよく知

っているのです。実際活躍したのは小金井なのです。玉川上水の改修、桜

の樹を植えたり、３００年前に行ったことが今花咲いているわけなのです。

桜とか、栗はもう少なくなりましたが、小金井は栗で有名ですし。そうい

うことはやはり大事にしていった方がよろしいかと思います。郷土愛を芽

生えさせますし、街づくりということにも非常に関係してくると思います。 

鈴木主査   本町分館では、川崎平右衛門を取り上げた講座を検討しています。 

大橋委員長  是非取り上げていただきたいと思います。栗林と桜、新田開発について

もですね。   

竹内委員   関連なのですが、この地域にはマロンホールもありますし、栗御用林が

存在していた関係で栗山という地名も残っていましたが、マロンのしずく

というお酒を地元の商工会、商店が売り出したのですが、私も買いに行っ

たのですが、すぐに売り切れてしまったのです。そういう歴史と現代の生

活とのつながりをいろいろな形でアピールするのもいいですね。 

大橋委員長  川崎平右衛門についての講座が２回あったのです。先ほどの話は２回目

で、１回目は、石見銀山の資料館の館長が来られて講演なさったのです。

石見銀山がなぜ世界遺産になったかというと、それは川崎平右衛門のおか

げだというのです。川崎平右衛門が行く前から石見銀山はあったのです。

川崎平右衛門は新田開発で業績を上げて、それが認められて治水のために

洪水が頻繁におきていた美濃に行ったのです。そこで業績をあげて、石見

銀山の代官として行ったのです。その当時石見銀山は生産が落ちていたの

ですが、それを立て直して、非常に大きな業績を残したのです。４つのこ

とを行っているのです。一つは、財政再建、今で言うと投資をしているの

です。その財政建て直しのシステムが大変素晴らしい。それから栗林を植

えることによって、周辺の雇用喪失や環境保護に役立てて、しかも栗の木

が非常に腐りにくい丈夫な木なので、これを坑道に使った。その栗林の件

は小金井でやったことなのです。御栗林あるいは新田開発の資金に、吉宗

が象を見たいということで、日本で初めて象を取り寄せました。それを見

世物にしたり、その糞を漢方薬にして、それを新田開発の資金にしたので

す。そういう経験をすべて石見銀山に生かしているのです。石見銀山は坑

道もきちんと守られて、周りの自然が豊かで、そのルーツが小金井にある

と。そういったことを小金井市民の皆さんにも知ってほしいです。是非川
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崎平右衛門の講座を公民館でも実施して地域のことを知って欲しいと思い

ます。 

中嶋館長   有意義なお話をありがとうございます。郷土の発掘というか自分の住ん

でいる街について、そのルーツを探るという意味からも、非常に有意義な

話だったかと思います。企画実行委員の方を含めて各館で検討していただ

いて、祭りの際などにチラシを配付するなり、郷土の誉れというか発掘を

していって皆さんに知っていただくよう努力していきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

田頭副委員長 大橋委員長が紹介してくださったのですが、小金井にプレイパークを作

る会では、毎月第四土曜日が一日プレイパークの日なのです。武蔵野公園

で実施しています。同じ日の３月２８日に子ども体験教室が野川公園であ

るならば、同じ日の午後武蔵野公園でプレイパークを実施していて、焼い

て食べたいもの、お芋なりを持ってきてくださると焚き火をしていますの

で食べられますよというお知らせをしていただけるといいのかなと思いま

したので、是非よろしくお願いいたします。 

中嶋館長   その辺は連携してください。 

田頭副委員長 そうですね。 

大橋委員長  本当は一緒にやるといいのですが。 

田頭副委員長 そうですね。それで徐々にという形でもよいのではと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

大橋委員長  その他ありませんか。それでは、次に第２９期公民館運営審議会のまと

めについてお願いします。 

 

 ⑵ 第２９期公民館運営審議会のまとめについて 

中嶋館長   第２９期の委嘱状を皆様にお渡しした際に配付したかと思いますが、

「第２８期のまとめ」を参考のために皆さんにご配付しております。２８

期の委員の方がまとめたものです。公民館運営審議会は８月は開催されま

せんので、７月がお集まりになる最後になっておりますので、内容、日程

等を決めて作成していただければと思います。 

大橋委員長  全体のまとめは私の方でたたき台を作りまして、皆さんにみていただけ

ればと思います。それは７月の公運審の際にお諮りします。活動の記録は

事務局の方でよろしいのでしょうか。 

中嶋館長   いいです。 

大橋委員長  委員の皆さんの感想、１枚ものなどは、６月の公民館運営審議会までに

集約させていただきまして、それを見て私の方で７月までにまとめを作る

ということでよろしいでしょうか。９月８日と記載されてありますが、こ

の日時はいつまでに提出ですか。 

中嶋館長   任期満了の最終日としているのだと思います。字句の修正等があります

ので、順次行っていただければと思います。 

大橋委員長  公民館運営審議会委員のまとめについてはよろしいでしょうか。その他

はありますか。 

中嶋館長   事務局としてはありません。 
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大橋委員長  せっかくの機会ですから、何かご意見等他にありましたら。 

 

⑶ その他 

田頭副委員長 緑分館の青年国際交流講座、「生活日本語教室ボランティアスタッフ養

成講座」についてのご報告があり、随分充実した内容で５回行われている

ようですけれども、実際にここを受講した方は全員何らかの形でボランテ

ィアに関わってくださっているということなのですか。 

葛城主査   今登録されているボランティアスタッフの方が２０名いらっしゃいま

す。ボランティアスタッフになるには、毎週土曜日午前９時から午後１時

まで活動できる方、それと、１か月に１回第四土曜日については午前９時

から午後４時まで活動できる方ということがまず第一条件になります。そ

れと他に日本語教授法を習得していることも条件としています。まず活動

できる方を優先する形を現在はとっているようです。ボランテイアスタッ

フの方たちは年間の土曜日はこの活動のために時間を割いてくださって

います。最初は国際交流を進める市民の会が生活日本語教室を実施してい

たのですが、１１年前に小金井市公民館の事業という形で、緑分館で実施

するようになりました。当初は２名しか日本語教授法を習得されている方

がいなかったのですが、現在は９名に増えまして、かなりボランティアス

タッフの方達が努力されています。授業の内容としては、日本語の習得レ

ベルに応じてＡからＦまでのグループに分かれまして、一人のスタッフの

方が２～３名の方を指導しています。必ずしも外国語が出来る方という形

ではなく、日本語の教育に熱心な方が携わってくださっています。なかに

は、スタッフを経験された後、外国に行き、外国の大学で日本文化につい

ての講師を経験された後に帰国し、再びスタッフに戻っていらした方もい

ます。 

中嶋館長   生活日本語教室については、ホームページに毎月掲載されています。私

も生活日本語教室のスタッフ養成講座をどういうものかと１回受講させ

ていただきました。レベルは非常に高いです。日本語の難しさもあり、い

かにして教えるかについて微妙な言葉の使い方について難しい要素があ

りまして、再認識したところがあります。生活日本語教室については、２

１年度予算につきまして一定の配慮をしています。 

田頭副委員長 ありがとうございます。小金井の中では緑分館だけで養成講座を実施し

ているのですね。緑分館が市の事業として実施していることになるわけで

すね。 

中嶋館長   公民館の事業としてです。 

田頭副委員長 実際に生活日本語教室を受講される方の年齢制限というのはないので

すか。 

葛城主査   年齢制限はありません。どなたでも受講できます。３月のホームページ

には、昨年４月から２月までの学習者の延べ人数が出るのですが、２月ま

でで１，２０７人が受講しています。主に留学生なのですが、留学生の家

族、海外赴任された家族の方、日本人と結婚された外国人の方も来ていま

す。子どもを対象とはしていませんが、家族の方が来ますので、子どもも
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一緒に来る場合があります。 

田頭副委員長 前期の公民館運営審議会委員のメンバーでいらした今川さんにお力添

えいただいている講座ですね。 

葛城主査   今川さんとはまた違いまして、今川さんは国際交流を進める会で指導し

ていらしたようですが、中学生や小学生を対象にした日本語指導をされて

いるかと思います。 

中嶋館長   今川さんについては、現在教育委員会の指導室で依頼されまして、日本

語指導という形で、市立小学校、中学校に在籍されている外国の子どもた

ちで、日本語の不自由な子ども達への支援をしていいただいています。 

田頭副委員長 かなりニーズがあるというようなお話をうかがった記憶がありまして、

言葉が不自由だとコミュニケーションが難しくなって、困っていらっしゃ

る子どもさんがいて、家族の大人の方も子どもをどうサポートしていった

らよいか困っていらっしゃるそうです。誰もが受けられるこのような教室

があると知るとすごく助かる方が多いのではないかと思いました。最近、

外国籍と思われる方を多く見かけますので、とても大事なことだと思いま

す。 

葛城主査   小金井市在住で外国人登録されている方も、他市の日本語指導を受けて

います。そういう関係で、こちらでも小金井市在住ということは制限して

おりません。他市からも友達と一緒に学びにきています。 

田頭副委員長 いいですね。緩やかな形で、そこにいらっしゃる日本語指導を必要とす

る方に重きを置いて、そうやって日本語指導を受ける機会を提供してくだ

さると非常にありがたいと思いました。 

中嶋館長   今、生活日本語教室ということで、緑センターで国際交流関係、そのよ

うに実施しております。対象が大学生から大人のかたがた、またご家族の

お子さんも一緒に連れていらっしゃればその方も受け入れています。それ

が一つと、それからこれまでハローフレンズ教室を行ってまいりました。

２０周年を迎え、市内の小学校の高学年でも英語指導が始まりましたの

で、本年最終という形で終了いたしまして、「にほんごで国際交流」とい

う事業を立ち上げます。そこのスタッフとして日本語指導のエキスパート

の方たち３人、今川さんも含みます。そして長田委員にも加わっていただ

きます。子どもたちを対象としますので、安全な公民館という施設の中で、

安全、安心ということに重点を置いて、外国籍の子どもたちだけでなく、

日本国籍の子どもたちも、また、異世代ということで、大人たち、大学生

も含めて実施していくことを考えています。特定の言葉ではなくて、世界

中にある多様な言葉に触れて、子どもたちはカルチャーショックを受ける

と思います。そして、国際理解、自分の発言をいかにしてするか等、相手

を思いやるとか、日本の文化を知ってもらうとか、相乗的に効果があるの

ではないかと思います。学校の日本語指導においても、外国人のお兄さん、

お姉さんたちからもサポートしてもらうという場を、２１年度から月１回

土曜日の午後に実施します。生活日本語教室は毎週土曜日の午前中に実施

し、国際交流の二本柱にしていきたいと思っております。なおかつ国際交

流イベント講座を行って、小金井市民のかたがたに関心を持っていただい
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て、国際交流のなかに入っていただければと思います。 

田頭副委員長 仕組みがよく見えてきました。ありがとうございました。 

大橋委員長  非常に大事なことだと思います。 

内古閑委員  私は逆に外国に４０年くらい前に子どもを連れて行っておりました。何

も分からないまま行って、むこうの学校でやはり先生が声をかけてくださ

り、言葉から指導してくださいましたが、子どもは言葉の習得が早いとい

いましても、きちんと話せるようになるには６か月くらいかかります。時

間がかかってからやっと話せるようになった経験があります。特に日本語

の習得の方が難しいと皆さんおっしゃいますので、そういうことがもっと

あちらこちらの学校で頻繁に行われれば、子どもから入っていくと今度は

大人も入っていけると思います。大人の方が頑なですので。そういうこと

はとてもいいことだなあと今伺って思いました。どんどん国際的になって

きますので、是非そういうことは進めていただきたいと思います。 

中嶋館長   今お話がありましたように、日常会話については、子どもたちの習得は

早いですが、学校の教育現場のカリキュラムの中でそれを理解するという

ことは、また別世界です。そういったことを一番よくご存知なのは長田委

員かと思います。そういった点から、学校という枠組みを超えて公民館で

のその部分のアフターフォローが一部できていけばいいのではと思って

おります。そこで、日本人国籍の方と外国籍の方、しかも異世代間での交

流が一つの良いステップになるのではと思っています。今後ともよろしく

お願いいたします。 

田頭副委員長 ちなみにこのボランティアスタッフの方たちは全く無償のボランティ

アなのでしょうか。 

葛城主査   講師謝礼として予算措置しています。スタッフの方たちは本当に熱心に

関わってくださっていまして、文部科学省の指定のテキスト以外に手作り

のテキストも作成して使用し、日本の文化に触れてもらうということで、

節分、七夕、餅つき、新年会などのイベントも実施しています。生活日本

語教室は、学校とは少し違いまして、ある面では外国人の方の居場所づく

り、ここにくると安心できるという場所を提供するという役割も担ってい

ると思います。 

田頭副委員長 安心感、信頼関係から物事はスタートするものですから。例えば今伝統

文化についておっしゃっていましたが、宣伝になってしまいますが、私た

ちプレイパークの会でも、伝統文化子ども教室という文化庁の委託事業も

受けていまして、色々な季節の行事やお餅つきも実施しますので。そうい

う場で一緒に体験していただくこと、連携も可能かと思います。 

葛城主査   チラシをいただけますか。貫井南分館の企画実行委員の安部委員が、国

際交流のイベントがあるとよくチラシを持ってきてくださいます。私の自

宅の近くにも上智大学の学生寮がありまして、自宅の門に貼りだすことも

あります。 

大橋委員長  国際交流というのはこれからますます重要になりますので、特に日本に

住んで良かったという思いを持っていただけるよう、十分に予算をつけて

いただいてよろしいのではないかと思います。一つの国策としても重要だ
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と思います。 

中嶋館長   そう思います。現実に生活日本語教室で学んでお国に帰られて小金井の

街自体が素晴らしい、いい印象を持ったというお手紙や感想をいただいた

りしており、スタッフの方が現地でそのような方にお会いしたりという話

も葛城さんから聞いています。国際交流もぜひ地道に続けていきたいと思

っております。 

大橋委員長  ぜひ頑張ってやっていただきたいと思います。他に何かありますか。 

  それでは第１５回公民館運営審議会を終了いたします。 

中嶋館長   どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


